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1 はじめに
　最高密度な天体としてブラックホールの名前をみなさん耳にしたことはあるでしょう。
その次に高密度な天体として中性子星という天体がある。中性子星は角砂糖 1個ほどの大き
さで数億トンの重さを持つほど高密で、表面での重力は地球の約 1000億倍であり、ブラッ
クホールと違って直接観測が可能という面でも星の極限的な状態でいまだに解明されていな
い部分も多くある。今回はこの中性子星の性質等について触れてみたいと思います。

2 講演内容
　まずは中性子星の性質を歴史と交えて話し、いまだに解明されていない事などに触れ
ていく。その後に、星が超新星爆発を起こして、その核として高密度天体が生まれる際に、
チャンドラセカール質量とよばれる質量を境に星によっては白色矮星または中性子星 (また
はブラックホール)になることをみていく。 中性子星という星を知ってもらいたいことを目
的にしているので 1年生でも大部分が理解できるような内容にするつもりです。時間があれ
ば中性子星という強い重力場内での相対論的な効果を含めた静水圧平衡を表す TOV方程式
についても触れる予定です (未定)。
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